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ハラスメント防止基本方針 

 

当社は、役員、社員（正社員、契約社員、パート・アルバイト、派遣社員等）、および当社に関わる

すべての関係者が互いに人格や人権を尊重し合える、安全で健全な環境を維持することが企業の持続的

な成長において不可欠であると考える。社内外を問わず、いかなるハラスメント行為も許容しないこと

を宣言し、以下の通り基本方針を定め、防止ならびに適切な対応に努める。 

１. 職場におけるハラスメントの防止 

パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント

をはじめ、あらゆる個人の尊厳を傷つける言動や差別行為を行わない。 また、職場の環境を悪化さ

せる行為に対しては厳正に対処する。 

２. 就活ハラスメントの防止 

採用選考やインターンシップ等において、就職活動生および求職者の立場に乗じた不適切な言動や

ハラスメント行為（求職者等に対するセクシュアルハラスメント等）を防止します。応募者の人権を

尊重し、公平・公正な選考活動を徹底する。 

３. カスタマーハラスメント（カスハラ）への対応 

顧客、取引先等からの暴言、威圧的な言動、過剰または不当な要求等の著しい迷惑行為（カスタマ

ーハラスメント）から従業員を守る。お客様等からの正当なご意見やご指摘には誠意をもって対応す

る一方、カスタマーハラスメントに対しては組織として毅然と対応し、安全な就労環境を確保する。 

４. 相談窓口の設置と適切な対応 

ハラスメントに関する相談・通報に迅速かつ適切に対応するため、管理グループ総務部総務課（総

務部長）および人事室（人事室長）に各相談窓口を設置する。相談者のプライバシーを厳重に保護

し、相談または事実関係の確認に協力したことを理由として、いかなる不利益な取り扱いも行わな

い。事案が発生した場合は客観的な事実確認を行い、就業規則等に基づき厳正に対処する。 

５. 教育・啓発活動の推進 

役員および全社員に対して継続的なハラスメント防止教育・研修を実施し、正しい知識の周知とハ

ラスメントのない組織風土の醸成に努める。 

本方針に基づき、ハラスメントを未然に防ぐため、全社一丸となって風通しの良い職場環境づくり

を継続的に推進する。 
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